
シリーズ第 9 回 岩槻 - 上 -

ぶ
ぎ
んのあるま

ち

歴史と自然・文化を
楽しむまち 岩槻

さいたま市の北東部に位置する岩槻区は、

市内10区で最も広く、緩やかに起伏した台

地の緑や元荒川の水辺など、自然環境に恵

まれた地域です。古くは城下町、宿場町と

して栄え、区内には数多くの文化財や史跡

が残されています。

岩槻城
　岩槻城は、室町時代の末（15世紀中頃）に太
田道真・道灌親子が築城したといわれ、忍城・
川越城とともに県内三名城の一つに数えられて
います。岩槻城一帯は沼地のため埋め立てに容
易ではなく、思案に暮れていた道灌は、枯れ枝
をくわえた一羽の白鶴が沼地に枝を落とし、そ
の上で羽を休ませている姿にヒントを得て、山
林から竹や木を伐り、筏を造り沼に浮かべ、そ
の上に土を載せて堅固な城を築きました。この
ことから別名『白

しろ

鶴
つる

城
じょう

』や『竹
たけ

束
たば

城
じょう

』ともいわ
れています。
　16世紀中頃までは太田氏が、その後小田原城
の北条氏が支配していましたが天正18（1590）
年、豊臣方の総攻撃を受け落城。豊臣秀吉が北
条氏を滅ぼすと徳川家康が江戸に入り、岩槻城
も徳川の家臣高力清長が城主となりました。江
戸時代になると岩槻城は江戸北方の守りの要と
して重要視され、明治維新後、廃城になるまで
有力譜代大名の居城となりました。
　岩槻城が築かれた場所は現在の市街地の東側
で、荒川を天然の要害とし、西側は「大構」と
呼ばれる土塁をめぐらして外敵の侵入を防いで
います。この「大構」は、現在城址公園内の新
曲輪と愛宕神社付近にその面影を残しています。
旧本丸は県道沿いの一帯といわれ、ガソリンス
タンド敷地内に本丸跡を示す立札と石碑が立っ
ています。

明戸天満宮
岩槻城内明戸口の天神
曲輪にあった天神社。
岩槻藩主の学問の神様
として崇敬された

空堀跡
近年の発掘調査で、
北条氏が得意とした
築城技術「堀障子」
が見つかった

岩槻城城門
黒門
（市指定有形文化財）
三の丸藩主居宅の長
屋門と思われる

菖蒲池にかかる朱塗りの八つ橋

岩槻城址公園
（県指定史跡）

東武アーバンパークライン
岩槻駅から徒歩20分

広大な城郭のうち、南端の新曲輪、鍛冶曲輪などの部分が
岩槻城址公園として整備され、史跡に指定されています。

岩槻城裏門
（市指定有形文化財）
1770年建立の薬医
門形式の城門
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岩槻にすぎたるものが二つある
児玉南柯と時の鐘

岩槻城下町 
　近世の岩槻城下町は、初代藩主の高力清長が、北条氏との戦乱で荒廃した城と町並みの復興に尽力した
ことから始まります。阿部家の統治時代（1624 ～ 1681）には岩槻九町と呼ばれる、市宿町・新町・横町・
久保宿町・渋江町・田中町・冨士宿町・林道町・新曲輪町が完成しました。大店が軒を並べていた市宿町
と久保宿町では月に数回、市が開かれて、岩槻木綿や農産物を中心に活発な商品流通が行わました。
　また、武士の住む地域は小路と呼ばれ、諏訪小路・渋江小路・天神小路・広小路等、町人の住む地域と
は区別され、それぞれの境界には「木戸」があり、用事のない町人は武士の住む小路への出入りは厳しく
制限されていました。今でも、諏訪小路には屋敷構え、敷地割に当時の面影を残し、岩槻藩の重臣の子孫
が多く住んでいます。

児
こ

玉
だま

南
なん

柯
か

（1746～ 1830）
岩槻藩主大岡忠喜に仕え、18歳で神田一ツ橋にあった江戸藩邸詰めとな
り、若殿忠要の素読相手を勤め、以後、御側用人、御勝手向取締方など、
藩の要職を歴任しました。寛政11（1799）年に私塾として遷喬館を開校、
自身の研究や藩士の教育に力を注ぎました。

岩槻藩遷喬館
（県指定史跡）

江戸時代中頃の岩槻城と城下町を現在の地図に重ねました

町人地の中心を日光御成街道が通ってい
ます。城下町でもあり、宿場町であった
岩槻は、江戸から一番近い将軍の宿泊
地として重要な町だったのです。

日光御成街道に沿って発展

城下町の周囲をぐるっと囲む大構は、戦
国時代に隆盛であった後北条氏の築城
方法特有のもので、岩槻城の大構も戦
国時代、北条氏房が城主のころに造られ
たものです。現在ではほとんど消滅して
いますが、愛宕神社周辺に土塁の一部
を見ることができます。

城下を囲む大構（おおがまえ）

寛文11（1671）年、城主阿部正
春が鋳造させて城内・城下の人々
に時刻を知らせたもの。その後、
享保５（1720）年に改鋳し、今日
に至っている。現在も1日3回（朝
夕6時と正午）に撞かれています。

時の鐘

遷喬館は岩槻藩に仕えていた儒者・児
こ

玉
だま

南
なん

柯
か

が、
武家地にある裏小路の一角に開いた私塾で、後
に藩校となりました。藩士の子弟が６～７歳頃に
入学し、15～20歳頃に修了。40坪ほどの簡
素な建物で、約40人程が学びました。

遷喬館のある裏小路に面した秋葉邸
（旧岩槻町町長）の跡地に造られた、
築地塀が低く開放的な公園です。

裏小路公園

東武アーバンパークライン
岩槻駅から徒歩10分

郷土資料館

武蔵野銀行

図書館

市民会館

野球場

岩槻城址公園

太田小

大構

大構

新正寺曲輪

卍 龍門寺

卍 西福寺

卍 浄安寺

卍 芳林寺
○文

岩槻中
○文

岩槻商業高校
○文

岩槻小
○文

久伊豆神社

愛宕神社
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本丸

三の丸

裏門

黒門

時の鐘

岩槻藩遷喬館

岩槻区役所○

駅入口

岩
槻
駅

元
荒
川

岩槻城の曲輪
（岩槻城址公園内のみ現存）

武家地

町人地

城の掘（沼地）

城の土塁（現存部分）

大構（ほぼ現存せず）

本
丸
公
民
館
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